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一

論
文「

秋
穂
浦
濫
觴
記
録
」
浦
絵
図
に
関
す
る
基
礎
研
究

安

田

　

豊

は
じ
め
に

　「
秋
穂
浦
濫
觴
記
録
」
は
、
山
口
県
山
口
市
南
東
部
に
位
置
す
る
秋
穂
地
域
（
旧

秋
穂
町
）
に
残
さ
れ
て
い
た
文
献
史
料
群
で
あ
る
『
周
防
国
秋
穂
浦
文
書
』
内
に
収

録
さ
れ
た
絵
図
・
文
書
の
総
称
で
あ
る
。
周
防
灘
沿
岸
部
の
浦
（
以
下
、「
秋
穂
浦
」）

で
あ
っ
た
同
地
域
は
、
古
来
よ
り
海
の
生
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
中
世
～
近
代
の
地
域

に
関
す
る
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
そ
の
中
に
は
「
浦
絵
図
」
と
呼
ば
れ
る

六
頁
に
わ
た
っ
て
描
か
れ
た
絵
図
群
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
一
頁
は
、
近

世
末
頃
の
秋
穂
地
域
を
描
い
た
絵
図
で
あ
る
。
そ
の
他「
一
番
」～「
五
番
」の
五
頁
は
、

中
世
の
こ
ろ
、
秋
穂
浦
に
小
さ
な
集
落
が
形
成
さ
れ
た
こ
ろ
よ
り
、
近
世
末
期
ま
で

の
土
地
利
用
の
変
遷
を
描
い
た
絵
図
群
と
な
っ
て
い
る
。
大
半
は
伝
承
や
古
記
録
に

よ
る
遡
及
で
は
あ
る
も
の
の
、
近
代
以
前
に
同
一
の
地
域
を
時
代
ご
と
に
段
階
的
に

描
い
た
も
の
は
極
め
て
珍
し
い
。

　
な
お
、
今
回
取
り
上
げ
る
文
献
史
料
群
は
、
複
数
の
呼
称
を
持
つ
。
そ
の
た
め
、

本
稿
で
は
混
同
を
防
ぐ
た
め
、
全
て
の
文
献
史
料
群
の
総
称
は
〔
周
防
国
秋
穂
浦
文

書
〕、
そ
の
内
の
「
秋
穂
浦
濫
觴
記
録
」
と
項
目
分
け
さ
れ
た
文
献
史
料
群
を
指
す

と
き
は
〔
秋
穂
浦
濫
觴
記
録
〕、そ
れ
に
関
連
す
る
絵
図
群
を
指
す
と
き
は
〔
浦
絵
図
〕

と
そ
れ
ぞ
れ
呼
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
史
料
の
概
要

　『
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
』
は
、
基
は
『
祇
園
社
文
書
（
秋
穂
浦
祇
園
社
文
書
）』
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
お
も
に
近
世
秋
穂
浦
の
権
利
や
義
務
に
関
す
る
文
書
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
。
後
年
の
目
安
と
し
て
代
々
の
秋
穂
浦
年
寄
元
の
勘
文
櫃
に
保
管
・

伝
承
さ
れ
て
き
た
文
献
史
料
群
を
、
近
代
に
入
り
旧
家
で
あ
る
上
村
得
之
助
（
徳
之

助
）
が
整
理
保
管
し
た
も
の
で
あ
る
。
整
理
さ
れ
た
後
も
文
書
は
追
加
さ
れ
て
お
り
、

大
正
期
の
も
の
ま
で
確
認
で
き
る
。
そ
の
後
、
得
之
助
が
戦
前
大
陸
へ
渡
る
際
、
町

内
に
あ
る
八
坂
神
社
（
旧
称
「
祇
園
社
」、
ま
た
は
「
疫
神
社
」）
に
移
さ
れ
、
い
つ

し
か
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
〇
年
、
八
坂
神
社
の
石
造

物
調
査
を
行
っ
て
い
た
、
秋
穂
町
教
育
委
員
会
（
当
時
）
の
田
中
穣
氏
に
よ
っ
て
神

輿
収
蔵
庫
の
屋
根
裏
よ
り
発
見
さ
れ
た
（
１
）。
同
氏
に
よ
り
、
昭
和
五
五
年
十
二
月
よ

り
五
八
年
一
月
に
か
け
て
町
の
広
報
誌
で
あ
る
『
広
報
あ
い
お
』
内
の
「
郷
土
小
史
」

に
紹
介
さ
れ
（
関
連
す
る
も
の
を
含
む
）、さ
ら
に
当
時
編
纂
中
（
昭
和
五
七
年
刊
行
）

だ
っ
た
『
秋
穂
町
史
』
に
も
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
七
年
よ
り
秋
穂
町
中
央

公
民
館
で
開
講
さ
れ
て
い
た
「
古
文
書
講
座
」
に
お
い
て
、
元
山
口
県
文
書
館
専
門

研
究
員
で
あ
る
石
川
敦
彦
氏
の
監
修
の
も
と
翻
刻
さ
れ
て
い
き
、平
成
十
六
年
に
『
周

防
國
秋
穂
浦
文
書
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
未
掲
載
の
文
献
史
料
等
は
、
山

口
市
と
の
合
併
後
の
平
成
十
九
年
に
『
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
　
続
』
と
し
て
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
原
史
料
は
現
在
、
山
口
市
教
育
委
員
会
が
所
有
し
て
い
る
。

　
先
行
研
究
は
、
熊
野
一
就
・
山
元
康
平
両
氏
が
塩
業
を
生
業
に
し
て
い
た
花
香
・

中
津
江
両
地
区
（「
浜
方
」）
と
漁
業
を
生
業
と
し
て
い
た
秋
穂
浦
（「
浦
方
」）
の
間

で
起
こ
っ
た
争
論
の
、
浦
方
側
の
史
料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
（
２
）。
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二

そ
の
他
、
前
述
の
翻
刻
お
よ
び
町
史
な
ど
を
除
い
た
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、「
浦
絵
図
」
を
取
り
上
げ
た
研
究
は
ほ
ぼ
な
く
、
史
料
の
持
つ
有
用

性
に
比
べ
、
未
だ
十
分
な
活
用
が
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

二
、
秋
穂
浦
の
成
立
に
つ
い
て

　
浦
絵
図
の
前
に
、
秋
穂
浦
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
秋
穂
浦
が
い
つ

ご
ろ
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
は
、「
秋
穂
浦
濫
觴
記
録
」
内
の
次
の
記
述
に
よ
る
と
明

応
年
間
と
言
わ
れ
て
い
る
（
３
）。

　
一
、�

当
浦
海
上
境
の
事
を
按
す
る
に
、
今
在
秋
穂
浦
の
人
家
開
け
し
は
明
応
年
中
・

天
文
・
永
禄
の
頃
な
れ
ど
も
、
秋
穂
浦
と
申
せ
し
地
名
は
古
へ
よ
り
あ
り
て
、

そ
の
海
上
の
事
抔
支
配
せ
し
所
あ
ら
ん
、
い
と
古
き
名
也
、

　
　
　�

証
し
と
も
な
し
が
た
け
れ
ど
、
推
按
す
る
に
、
前
々
は
下
村
を
秋
穂
浦
と
呼
、

其
前
々
は
中
野
村
を
秋
穂
浦
と
唱
へ
し
も
の
な
ら
ん
、
追
々
に
地
開
け
て
天

田
村
・
中
野
村
・
下
村
と
い
ゝ
し
も
の
な
ら
ん
、
其
の
の
ち
秋
穂
浦
開
作
し

て
よ
り
、
海
に
臨
み
て
今
数
百
軒
の
軒
を
並
べ
て
繁
昌
の
地
と
な
り
申
也
、

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
現
在
の
秋
穂
浦
の
成
立
は
明
応
年
間
か
ら
永
禄
年
間
の
間
で
あ

る
が
、
秋
穂
浦
と
い
う
地
名
は
更
に
古
い
時
代
か
ら
あ
り
周
辺
の
海
上
全
体
を
指
し

て
い
た
。
書
か
れ
た
当
時
の
推
測
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
場
所
が
開
け
る
ま
で
は
、

前
は
下
村
、
そ
の
前
は
中
野
村
を
秋
穂
浦
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。
中
野
村
は
現
在

の
秋
穂
市
街
地
の
北
西
部
に
あ
る
中
野
地
域
で
か
つ
て
は
海
に
面
し
て
い
た
地
域
で

あ
る
。
こ
の
地
域
は
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
お
よ
び
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
に

黒
潟
開
作
が
開
か
れ
る
ま
で
干
潟
に
面
し
て
い
た
。
こ
の
地
域
は
に
関
連
す
る
地
名

が
多
く
、『
仁
和
寺
史
料
』
内
の
正
元
元
年
（
一
二
六
〇
）「
周
防
二
嶋
秋
穂
荘
具
書
案
」

に
登
場
す
る
「
塩
浜
」
の
推
定
地
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
（
４
）。

　
下
村
は
中
野
地
域
よ
り
南
部
に
位
置
し
現
在
の
秋
穂
総
合
支
所
周
辺
を
指
す
。
天

田
村
は
中
野
地
域
北
部
の
地
域
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
前
述
の
「
塩
浜
」
の
推
定
地
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
北
部
は
「
潮
入
開
作
」
と
呼
ば
れ
る
中
世
期
に
陸
地
化
さ

れ
た
地
域
と
な
る
。
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、現
在
の
山
口
市
小
郡
地
域（
旧
小
郡
町
）

の
中
心
部
は
、応
永
一
五
年
（
一
四
〇
八
）
に
津
市
開
作
と
し
て
陸
地
化
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
と
遠
か
ら
ぬ
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
（
５
）。

　
さ
て
、
余
談
と
な
る
が
、
秋
穂
浦
が
元
は
別
の
場
所
を
指
し
て
い
た
か
に
つ
い
て

証
明
す
る
史
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
但
し
、
秋
穂
浦
周
辺
の
寺
社
の
成
立
に
つ

い
て
、
一
つ
奇
妙
な
点
が
あ
る
。

　
ま
ず
「
一
番
」
の
絵
図
に
は
「
田
代
山
善
城
寺
（
以
下
善
城
寺
）」
は
建
長
元
年

（
一
二
四
九
）
の
開
基
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
加
茂
社
と
八
坂
神
社
が
鎮
座
し
た
時

期
は
「
明
治
三
二
年
戊
戌
迄
凡
六
百
五
十
年
及
ト
申
候
、
疫
神
社
も
同
様
之
事
」
と

あ
る
よ
う
に
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
時
点
で
鎮
座
よ
り
お
よ
そ
六
五
〇
年
経

過
し
て
い
る
と
い
う
。
明
治
三
二
年
よ
り
六
五
〇
年
前
は
建
長
元
年
で
あ
り
、
善
城

寺
の
開
基
と
同
年
で
あ
る
。
前
述
の
「
周
防
二
嶋
秋
穂
荘
具
書
案
」
の
書
か
れ
た
年

代
が
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
に
こ
の
一
帯
に

寺
社
を
持
つ
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
い
え
る
。
ま
た
、『
防
長
寺
社
由
来
』
内
の
寛
保

元
年
（
一
七
四
一
）
に
記
さ
れ
た
「
秋
穂
村
　
善
城
寺
」
の
項
に
は
「
鎮
守
稲
荷
明

神
」「
大
歳
明
神
」「
多
門
寺
毘
沙
門
堂
」
を
含
め
た
寺
社
を
「
当
寺
抱
ニ
て
御
座
候
」

と
あ
り
、
善
城
寺
が
他
の
寺
社
の
管
轄
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
６
）。

ま
た
、「
二
番
」
の
絵
図
に
は
「
恵
比
須
社
ハ
建
長
元
年
春
御
鎮
座
」
と
あ
り
、
前
述

の
寺
社
の
創
建
年
代
と
一
致
す
る
（
７
）。
こ
れ
等
の
寺
社
は
、
現
在
も
町
の
中
心
へ
正

面
が
見
え
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
建
立
さ
れ
た
当
初
よ
り
、
現
在
の
秋
穂
地

域
中
心
街
に
は
集
落
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
現
在
の
秋
穂
地
域
の
興
り
は
、
実
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三

は
建
長
元
年
で
あ
り
、
前
述
の
下
村
、
天
田
村
を
含
め
た
広
域
を
指
し
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
絵
図
に
え
が
か
れ
た
も
の

　
ま
ず
、「
浦
絵
図
」
の
特
徴
に
つ
い
て
あ
げ
て
い
く
。
絵
図
群
の
う
ち
、
一
番
か

ら
五
番
に
か
け
て
の
番
号
の
振
り
分
け
ら
れ
た
絵
図
群
は
、
中
世
期
よ
り
近
世
末
期

の
秋
穂
浦
の
変
遷
を
連
続
的
に
描
い
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
海
か
ら
の
鳥
瞰
図
的
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
点
が
共
通
し
て
お
り
、
基
本
的
な

構
図
も
ほ
ぼ
一
緒
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
等
は
同
時
期
に
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
絵
図
群
が
描
か
れ
た
経
緯
、
及
び
時
期
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て

い
な
い
。
但
し
、「
秋
穂
浦
濫
觴
記
録
」
内
に
は
、
先
の
時
代
の
絵
図
を
写
し
て
い
る

記
述
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
書
籍
『
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
』
の
解
説
に
は
「
古
書

よ
り
て
推
按
」
し
て
絵
図
を
復
元
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
（
８
）。
し
か
し
、
文
書
群
は

近
代
初
頭
の
頃
に
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
浦
絵
図
に
描
か
れ
た
尤
も
新
し
い
時
代
は
近

世
末
期
で
あ
る
た
め
、
復
元
さ
れ
た
と
い
う
の
は
疑
問
が
残
る
。
お
そ
ら
く
は
、
近

世
末
期
か
ら
近
代
初
頭
の
頃
に
、
当
時
の
町
並
み
や
地
形
を
も
と
に
尤
も
新
し
い
時

代
の
絵
図
が
描
か
れ
、
そ
れ
を
雛
形
と
し
て
、
文
献
史
料
や
絵
図
な
ど
を
も
と
に
遡

求
を
行
い
、
先
の
時
代
の
絵
図
た
ち
が
描
か
れ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

・
一
番
「
周
防
吉
敷
郡
秋
穂
浦
濫
觴
絵
図
」（
写
真
一
）

　
一
番
の
絵
図
は
秋
穂
地
域
の
黎
明
期
が
描
か
れ
て
い
る
。
時
系
列
は
「
当
浦
濫
觴
、

五
軒
町
は
昔
明
応
年
中
・
天
文
・
弘
治
・
永
禄
の
こ
ろ
」
と
の
記
述
か
ら
明
応
年
間

（
一
四
九
二
～
一
五
〇
一
）
か
ら
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
～
一
五
七
〇
）
の
頃
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、秋
穂
浦
は
明
応
年
間
に
住
み
つ
い
た
五
軒
の
家
よ
り
始
ま
っ

た
と
さ
れ
、「
五
軒
町
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
後
、
永
禄
年
間
ま
で
に
「
畠
田
村
」
が

写真一：一番「周防吉敷郡秋穂浦濫觴絵図」



「秋穂浦濫觴記録」浦絵図に関する基礎研究（安田）

四

成
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
絵
図
中
の
注
記
と
し
て
「
下
村
の
内
大
坪
村
と
云
云
」
と

あ
り
、
絵
図
に
描
か
れ
た
も
の
以
外
に
も
、
集
落
等
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

寺
社
は
四
軒
描
か
れ
て
お
り
、前
述
の
「
善
城
寺
」
を
は
じ
め
、「
加
茂
社
」・「
東
泉
寺
」・

絵
図
を
保
管
し
て
い
た
「
疫
神
社
（
ぎ
お
ん
）」
は
こ
の
こ
ろ
既
に
存
在
し
て
い
た
と

さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、こ
の
こ
ろ
は
「
東
泉
寺
」
の
両
脇
よ
り
流
れ
る
小
さ
な
川
が
合
流
し
た
「
東

泉
寺
川
」
と
い
う
川
が
流
れ
て
お
り
、
河
口
は
比
較
的
広
大
な
潟
で
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。

・
二
番
「
秋
穂
浦
図
絵
」（
写
真
二
）

　
二
番
の
絵
図
は
「
永
禄
・
天
正
年
の
頃
追
々
開
き
て
」
と
の
記
述
か
ら
、
永
禄
年

間
（
一
五
五
八
～
一
五
七
〇
）
か
ら
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
一
五
九
二
）
の
頃
を

描
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
五
軒
町
」
の
南
西
部
に
新
た
に
「
セ
ド
町
村
」
と
い

う
集
落
が
形
成
さ
れ
、
一
番
の
頃
に
比
べ
人
口
も
増
加
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

記
述
か
ら
新
た
に
「
東
村
」
と
い
う
集
落
も
形
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
下
部
の
記

述
で
は
「
屋
敷
弐
拾
八
ヶ
所
」
と
あ
る
が
、絵
図
中
の
屋
敷
を
表
す
と
思
わ
れ
る
「
□
」

の
様
な
記
号
は
「
五
軒
町
」
周
辺
の
市
街
地
だ
け
で
も
三
五
ヶ
所
あ
り
、
記
号
の
数

は
、
必
ず
し
も
屋
敷
の
数
を
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
特
筆
す

べ
き
は
川
の
流
れ
で
、一
番
の
時
点
で
は
海
へ
と
直
接
流
れ
て
い
た
「
東
泉
寺
川
」
が
、

「
五
軒
町
」
と
「
セ
ド
町
村
」
の
間
を
通
り
、
絵
図
中
央
の
「
江
の
川
」
と
合
流
す
る

よ
う
に
転
流
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
河
口
で
あ
っ
た
場
所
は
、
一
部
が
陸
地
化

し
た
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

・
三
番
「
秋
穂
浦
寛
永
元
年
御
改
絵
図
」（
写
真
三
）

　
三
番
の
絵
図
は
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
の
近
世
期
初
頭
の
こ
ろ
を
描
い
て
い
る
。

写真二：二番「秋穂浦図絵」
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五

集
落
は
「
濱
辺
の
町
ハ
慶
長
・
元
和
に
開
け
し
な
ら
ん
」
と
記
述
に
あ
る
よ
う
に
、

海
岸
部
に
か
け
て
大
き
く
拡
大
し
て
お
り
、「
戎
社
」
が
新
た
に
遷
座
し
て
い
る
。
ま

た
、
対
岸
の
川
沿
い
に
も
新
た
に
「
江
畑
村
」
が
で
き
て
い
る
。

　
そ
の
裏
に
は
「
笹
ヤ
ブ
（
藪
）」
が
広
が
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
下
部
の
記
述
に
は
寛

永
元
年
（
一
六
二
四
）
ご
ろ
の
世
帯
数
が
書
か
れ
て
お
り
、「
屋
敷
三
拾
ヶ
所
」
と
あ

る
。
但
し
、
内
五
カ
所
は
「
明
屋
敷
（
空
き
屋
敷
）」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
は

近
世
に
入
り
、
毛
利
氏
の
家
老
で
あ
っ
た
井
原
弾
正
と
い
う
人
物
が
安
芸
国
高
田
郡

井
原
村
よ
り
入
り
、こ
の
地
を
治
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、海
岸
部
に
新
た
に「
浜

町
村
」
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
脇
に
は
「
御
蔵
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
幕
府
直
轄
の
米
蔵
で
あ
る
。
下
部
の
記
述
に
は
「
人
家
有
之
処
ハ
み
な
井
原
領
分
、

其
余
墨
印
よ
り
外
ハ
御
蔵
入
の
地
也
」
と
あ
り
、
井
原
領
と
御
蔵
の
境
界
を
墨
で
示

し
て
い
る
。

・
四
番
（
写
真
四
）

　「
四
番
」
の
絵
図
は
下
部
の
記
述
に
お
い
て
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
一
八
）

の
も
の
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
お
よ
そ
一
八
〇
年
の
間
に
大
き
く
都
市
化
が
進
ん
で

お
り
、
と
く
に
絵
図
左
側
が
顕
著
で
あ
る
。
文
中
に
は
「
疫
神
社
後
の
新
地
、
元
文

年
中
に
開
け
し
年
月
不
詳
」
と
あ
り
、
元
文
年
間
（
一
七
三
六
～
一
七
四
〇
）
の
こ

ろ
に
疫
神
社
よ
り
北
西
の
開
作
が
行
わ
れ
、
現
在
の
祇
園
町
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
秋
穂
浦
濫
觴
記
録
」
内
に
「
元
文
三
年
祇
園
社
後
西
浜

新
地
築
立
帳
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
元
文
年
間
の
北
西
の
開
作
は
、
元
文
三
年

（
一
七
三
九
）
に
行
わ
れ
た
「
西
浜
新
地
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
（
９
）。「
五
軒
町
」

か
ら
始
ま
っ
た
最
初
の
集
落
も
、海
岸
部
ま
で
町
が
広
が
っ
て
い
る
。記
述
に
よ
る
と
、

「
西
本
町
・
江
畑
村
人
家
追
々
相
増
、
寛
永
年
中
の
後
よ
り
追
々
開
け
し
な
ら
ん
」
と

あ
り
、
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
一
六
四
四
）
の
頃
に
は
「
西
本
町
」「
江
畑
村
」
の

写真三：三番「秋穂浦寛永元年御改絵図」
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六

写真四：四番

写真五：五番「文化年中より後之図」
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七

開
作
が
進
ん
で
い
る
。
海
岸
部
に
あ
る
舞
台
は
、「
一
、
舞
台
ハ
元
文
年
中
屋
敷
買
求

て
こ
や
掛
、
夫
の
追
々
立
し
と
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
元
文
年
間
（
一
七
三
六
～

一
七
四
一
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

・
五
番
「
文
化
年
中
よ
り
後
之
図
」（
写
真
五
）

　「
五
番
」
の
絵
図
は
弘
化
年
間
（
一
八
四
五
～
一
八
四
八
）
の
頃
を
描
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
海
岸
部
を
み
る
と
干
拓
が
進
み
、
市
街
地
が
広
く
な
っ
て
い
る
。
説

明
文
に
よ
る
と
、「
東
新
地
」
及
び
「
波
戸
内
新
開
」
は
天
保
年
間
（
一
八
三
一
～

一
八
四
五
）
か
ら
弘
化
年
間
、「
祇
園
町
」
と
「
沖
町
」
は
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～

一
八
一
八
）
に
そ
れ
ぞ
れ
干
拓
さ
れ
た
と
あ
る
（「
開
作
」
と
は
、
現
在
の
山
口
県
域

に
お
け
る
、
干
拓
し
た
地
域
を
指
す
言
葉
）。
中
央
を
流
れ
る
、
他
の
絵
図
で
は
「
江

の
川
」と
書
か
れ
て
い
た
川
は
、直
線
的
に
な
る
よ
う
工
事
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

河
口
付
近
の
半
島
状
の
地
形
が
無
く
な
り
、
代
わ
り
に
対
岸
に
は
波
止
場
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。「
舞
台
」
は
海
に
突
き
出
す
形
で
立
て
直
さ
れ
て
い
る
。

・「
秋
穂
浦
海
上
物
境
」（
写
真
六
）

　
こ
の
絵
図
は
、
時
代
区
分
は
不
明
で
あ
る
が
、
秋
穂
市
街
地
の
様
子
が
五
番
「
文

化
年
中
よ
り
後
之
図
」
に
描
か
れ
た
も
の
と
概
ね
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
天
保

一
〇
年
（
一
八
三
九
）
に
完
成
し
た
中
津
江
塩
田
が
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
明

治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
完
成
し
た
南
前
塩
田
が
完
成
し
て
い
な
い
状
況
か
ら
、
近

世
末
期
頃
の
秋
穂
浦
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
形
態
と
し
て
は
、
境
界
を
示
し

た
絵
図
と
な
り
、
海
上
に
浮
か
ぶ
岩
礁
な
ど
、
境
界
を
示
す
も
の
が
詳
細
に
描
か
れ

て
い
る
。「
秋
穂
浦
濫
觴
記
録
」
に
よ
る
と
、「
当
浦
海
上
境
は
、
古
来
よ
り
小
郡
妙

湛
寺
門
前
よ
り
椹
野
川
（
小
郡
川
）
水
尾
筋
、
笹
ケ
瀬
・
臼
石
・
立
石
・
せ
ゐ
之
瀬
・

六
ケ
瀬
・
入
鹿
瀬
見
渡
し
、
是
よ
り
東
秋
穂
浦
海
上
支
配
之
事
申
伝
へ
あ
り
、」
と
あ

写真六：「秋穂浦海上物境」
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八

り
、
こ
の
内
、
椹
野
川
（
小
郡
川
）
の
澪
筋
（
船
の
水
路
）
に
加
え
「
臼
石
（
ウ
ス

イ
シ
）」「
立
石
（
タ
テ
イ
シ
）」「
入
鹿
瀬
（
ユ
ル
カ
瀬
）」
等
は
絵
図
に
描
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、こ
れ
ら
の
内
多
く
は
天
保
一
三
年（
一
八
四
二
）ご
ろ
に
編
纂
さ
れ
た『
小

郡
宰
判
　
風
土
注
進
案
　
本
郷
　
十
二
』
に
お
い
て
、
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
（
10
）。

　
描
か
れ
方
の
特
徴
で
あ
る
が
、「
秋
穂
浦
の
町
形
成
」
を
描
い
た
絵
図
で
あ
る
た
め
、

村
絵
図
で
よ
く
あ
る
、「
一
里
塚
」と
い
っ
た
、境
界
を
示
す
目
印
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、

陸
路
・
海
路
等
の
里
程
も
ほ
ぼ
な
い
。
ま
た
、
方
位
や
凡
例
も
な
く
、
町
並
み
や
道
、

寺
社
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
絵
図
群
が
、
前
述
の
と
お

り
秋
穂
浦
の
変
遷
を
描
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
外
部
に
発
信
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
、「
秋
穂
浦
海
上
物
境
」
は
、
他
の
絵
図
と
は
明
ら
か
に
趣
を
異
に
し
て
い

る
。
こ
の
絵
図
の
み
、秋
穂
浦
の
範
囲
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
描
か
れ
方
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
、
現
地
比
定

　
次
に
、
現
地
比
定
を
行
っ
て
い
く
。
前
述
の
と
お
り
、「
浦
絵
図
」
は
あ
る
時
代
よ

り
古
書
な
ど
を
基
に
遡
求
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
現
地
調
査
と
照
ら
し
合
わ
せ
、

絵
図
に
描
か
れ
た
情
報
が
ど
の
程
度
正
確
な
も
の
で
あ
る
か
を
検
証
す
る
（
図
一
・

二
）。

　
中
世
期
に
小
規
模
な
集
落
が
開
か
れ
る
。
近
世
初
頭
に
治
水
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
、

町
の
形
成
が
始
ま
る
。
近
世
後
期
に
は
沿
岸
部
の
干
拓
な
ど
が
行
わ
れ
、
娯
楽
施
設

を
中
心
に
人
家
が
立
つ
な
ど
、
都
市
化
が
進
む
。

　
絵
図
群
に
お
い
て
一
貫
し
て
中
心
に
描
か
れ
て
い
た
「
江
の
川
」
は
、
い
つ
の
頃

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
在
暗
渠
と
な
っ
て
お
り
、
八
坂
神
社
の
参
道
の
先
に
設
置

さ
れ
た
、「
髪
解
橋
」
の
石
碑
及
び
看
板
が
わ
ず
か
な
痕
跡
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
ま

た
、「
五
番
」
の
絵
図
の
こ
ろ
に
は
、
川
が
直
線
的
に
な
る
よ
う
工
事
が
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
推
定
地
の
道
も
比
較
的
直
線
的
に
な
っ
て
お
り
、

市
街
地
を
抜
け
た
先
の
道
に
は
川
の
名
残
の
よ
う
な
水
路
が
続
い
て
い
る
。
最
初
の

集
落
で
あ
る
「
五
軒
町
」
は
、
地
割
は
ほ
ぼ
変
化
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
絵
図

の
記
述
に
あ
る
「
畠
田
」「
背
戸
」「
大
坪
」
の
地
名
は
現
在
も
小
字
と
し
て
残
っ
て

お
り
、
位
置
関
係
も
お
お
む
ね
一
致
す
る
。

　
絵
図
に
登
場
す
る
寺
社
の
内
、「
善
城
寺
」「
八
坂
神
社
」
は
現
在
も
同
じ
場
所
に

鎮
座
し
て
い
る
。「
東
泉
寺
」
は
、
か
つ
て
は
善
城
寺
南
部
に
あ
っ
た
が
寛
保
元
年

（
一
七
四
一
）
の
こ
ろ
に
は
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
（
11
）。
そ
の
後
再
興
。
現
在
は
善
城

寺
の
建
つ
山
の
頂
上
付
近
に
移
さ
れ
、「
善
城
寺
観
音
堂
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
加

茂
社
」
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
八
坂
神
社
に
合
祀
さ
れ
、
現
在
は
大
師
堂
の

み
残
っ
て
い
る
。「
戎
社
」
は
何
時
頃
か
不
明
で
あ
る
が
、
現
在
は
廃
社
、
も
し
く
は

別
の
場
所
に
遷
座
さ
れ
て
い
る
。「
東
泉
寺
川
」
は
、「
二
番
」
の
絵
図
の
時
点
で
流

れ
を
変
え
ら
れ
て
い
る
が
、
元
の
流
れ
の
名
残
と
思
わ
れ
る
、
善
城
寺
横
の
溜
池
よ

り
続
く
水
路
沿
い
の
道
が
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
道
筋
も
大
き
な
か
い
離
は
無

く
、
絵
図
と
同
様
に
や
や
歪
な
が
ら
碁
盤
の
目
状
に
広
が
っ
て
い
る
。
海
岸
部
の
み

若
干
の
差
異
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
描
か
れ
た
時
期
以
降
に
干
拓
に
よ
り
地
形
が

変
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
、
あ
く
ま
で
現
在
の
地
形
環
境
と
の
比
定
で
は
あ
る
が
、
絵
図
に
描
か
れ
た

情
報
は
、
か
な
り
正
確
な
も
の
と
い
え
る
（
12
）。

五
、
絵
図
に
描
か
れ
た
時
代

　
こ
れ
ま
で
絵
図
に
描
か
れ
た
事
柄
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ
も
そ
も
何
故
こ

の
こ
ろ
が
描
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、「
一
番
」
の
絵
図
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
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九

図一：絵図内容の現地比定図（主要なもののみ）
※原図は国土地理院の電子地形図二万五千分の一（加工して使用）

図二：絵図内に見える地名比定図（主要なもののみ）
※原図は国土地理院の電子地形図二万五千分の一（加工して使用）



「秋穂浦濫觴記録」浦絵図に関する基礎研究（安田）

一
〇

は
集
落
の
黎
明
を
描
い
て
い
る
た
め
、
明
応
年
間
を
中
心
に
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
永
禄
年
間
ま
で
の
集
落
の
変
遷
も
あ
る
程
度
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。「
二
番
」
の
絵
図
は
永
禄
年
間
～
天
正
年
間
の
頃
で
あ
り
、
天
正
年
間
を
中
心
に

描
か
れ
た
と
考
え
た
場
合
は
八
〇
～
一
〇
〇
年
の
開
き
が
あ
る
。「
三
番
」
の
絵
図
は

寛
永
二
年
頃
で
あ
り
、「
二
番
」
の
絵
図
と
は
三
〇
～
五
〇
年
程
度
の
開
き
が
あ
る
。

「
四
番
」
の
絵
図
は
文
化
年
間
の
頃
で
あ
り
、
前
述
の
通
り
、
一
八
〇
年
程
度
の
大
き

な
時
代
の
開
き
が
あ
る
。「
五
番
」
は
弘
化
年
間
で
あ
り
、「
四
番
」
の
三
～
四
〇
年

程
度
の
開
き
が
あ
る
。

　
右
の
よ
う
に
、
絵
図
の
時
代
は
一
定
の
規
則
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
短
い
時
は

三
〇
～
四
〇
年
程
度
、
長
い
時
は
一
八
〇
年
程
度
の
開
き
が
あ
る
。

　
次
に
、
歴
史
的
事
象
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
。
ま
ず
、
日
本
全
体
の
歴
史
的
事

象
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
土
地
利
用
の
変
遷
と
関
連
性
が
み
ら
れ

る
。
次
に
、
周
辺
地
域
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
三
番
」
の
絵
図
な
ど
は
井
原
家
の
所

領
と
な
る
な
ど
、
支
配
構
造
に
つ
い
て
の
解
説
が
み
ら
れ
る
が
、「
一
番
」
の
絵
図
な

ど
、
必
ず
し
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

　
そ
の
た
め
、
こ
の
絵
図
群
は
、
秋
穂
浦
に
お
け
る
比
較
的
大
き
な
歴
史
的
事
象
の

起
こ
っ
た
時
期
を
取
り
上
げ
、
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
絵
図
が
描
か
れ
た
こ
ろ
の
地
形
環
境
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
ま
ず
、「
一

番
」
の
絵
図
の
描
か
れ
た
こ
ろ
の
地
形
環
境
で
あ
る
が
、
当
時
、
秋
穂
浦
を
含
む
周

防
灘
沿
岸
部
は
、
現
在
と
は
異
な
る
様
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
文
献
史
料
な
ど
か
ら

読
み
取
れ
る
。

　
長
月
は
此
の
国
府
に
暮
れ
て
、
神
無
月
の
七
日
の
夜
深
く
立
ち
て
、
な
を
干
潟
の

路
を
行
く
に
、
島
々
入
江
々
々
ど
も
の
、
い
ふ
ば
か
り
な
く
目
も
あ
や
な
る
所
々
う

ち
つ
づ
き
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
　
略
）

干
潟
を
行
き
か
ゝ
る
ほ
ど
に
、「
潮
満
ち
ぬ
べ
し
」
と
て
、
北
に
沿
ひ
て
、
い
さ
さ
か

な
る
山
路
に
な
り
て
、
岩
淵
（
13
）
と
い
う
所
に
出
で
た
り
。
此
方
も
猶
、
な
た
嶋
潟

（
14
）
と
て
、
遠
き
干
潟
也
。

　
右
の
文
献
史
料
は
、
九
州
探
題
今
川
貞
世
（
了
俊
）
が
京
都
～
赤
間
関
（
現
山
口

県
下
関
市
）
の
道
程
を
記
し
た
紀
行
文
で
あ
る
『
道
ゆ
き
ぶ
り
』
の
内
、　
建
徳
二
年

（
一
三
七
一
）
に
現
在
の
周
防
国
府
（
現
在
の
防
府
市
北
部
に
あ
っ
た
国
府
）
よ
り
山

口
市
沿
岸
部
を
通
っ
て
い
る
こ
ろ
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
（
15
）。
現
在
の
秋
穂
浦
周

辺
の
地
形
は
、
干
拓
に
よ
っ
て
で
き
た
こ
と
は
第
二
章
に
触
れ
た
が
、
当
時
の
周
防

灘
沿
岸
部
が
広
大
な
干
潟
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
文
献
史
料
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。

　
次
に
「
二
番
」「
三
番
」
の
絵
図
で
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
絵
図
は
前
述
の
通
り
、

比
較
的
年
代
の
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
市
街
地
を
中
心
に
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。理
由
と
し
て
は
、干
拓
な
ど
の
土
地
利
用
が
、日
本
全
国
単
位
で
大
き
く
変
わ
っ

て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
世
ま
で
は
荘
園
制
を
基
盤
と
し
た

に
よ
る
小
～
中
規
模
な
土
地
の
支
配
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
戦
国
期
よ
り
土
地
の
強

力
な
一
円
支
配
を
行
う
権
力
が
誕
生
し
た
（
荘
園
制
の
終
焉
）。
そ
れ
に
よ
り
、
大
規

模
な
事
業
を
行
え
る
権
力
と
一
円
支
配
に
よ
り
散
在
し
て
い
た
土
木
技
術
の
集
約
や

シ
ス
テ
ム
化
が
行
わ
れ
、
土
木
技
術
が
飛
躍
的
に
向
上
、
大
規
模
な
干
拓
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
六
〇
〇
年
前
後
に
日
本
の
耕
地
は
大
幅
に
増

加
し
、
お
よ
そ
三
倍
と
な
っ
て
い
る
（
16
）。

　「
四
番
」
の
絵
図
に
つ
い
て
は
、「
三
番
」
の
絵
図
よ
り
お
よ
そ
一
八
〇
年
の
年
月

が
経
過
し
た
た
め
、
そ
の
間
に
大
き
く
都
市
化
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、「
五
番
」

の
絵
図
と
は
そ
れ
程
年
月
が
経
過
し
て
い
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
沿
岸
部
の
変
化
が
見
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一
一

ら
れ
る
が
、こ
れ
は
技
術
的
な
進
歩
に
よ
り
干
拓
を
行
う
こ
と
が
比
較
的
容
易
に
な
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
が
「
秋
穂
浦
濫
觴
記
録
」
浦
絵
図
よ
り
読
み
取
れ
る
諸
所
の
事
柄
で
あ
る
。

こ
の
絵
図
は
単
純
な
地
域
の
濫
觴
を
描
い
た
も
の
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
描
か
れ
る

よ
り
前
の
時
代
の
文
献
史
料
や
絵
図
を
基
に
、
複
数
の
時
代
を
描
い
た
と
い
う
点
で

非
常
に
珍
し
い
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
現
地
調
査
を
行
う
中
で
、
描
か
れ
た
情
報
が

現
地
と
の
整
合
性
が
高
く
、
秋
穂
地
域
の
歴
史
を
紐
解
く
上
で
有
用
な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
こ
の
絵
図
を
作
成
す
る
上
で
の
、
基
と
な
っ
た
文
献
史
料
や
絵
図
の
解
明
な
ど
、

課
題
は
未
だ
多
く
残
し
て
い
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
な
お
、
本
稿
は
筆
者
が
山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
在
籍
時
に
行
っ
た
調
査
成
果
を

再
考
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
の
際
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
秋
穂
総
合
支
所
・

た
の
Ｓ
Ｅ
Ａ
秋
穂
協
議
会
の
皆
様
、
及
び
執
筆
の
際
の
画
像
提
供
な
ど
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
山
口
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
註
】

（
１
）��

秋
穂
浦
文
書
研
究
会
　
二
〇
〇
四
　『
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
』　
秋
穂
町
　「
解
説
」
の
頁

（
２
）��

熊
野
一
就
、
山
元
康
平
　
二
〇
二
二
　「
小
郡
宰
判
秋
穂
塩
田
会
所
文
書
　
目
録
と
解
題
」　

『
山
口
大
學
文
学
會
誌
』　
山
口
大
学
文
学
会
　
三
三
～
三
九
頁

（
３
）��

前
掲
『
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
』　
六
〇
六
～
六
〇
七
頁

（
４
）��

山
口
県
教
育
委
員
会
　
一
九
八
四
　『
生
産
遺
跡
分
布
調
査
報
告
書
　
製
塩
』　
山
口
県
教

育
委
員
会
　
四
二
頁

（
５
）��

山
口
市
教
育
委
員
会
　
一
九
九
八
　『
史
跡
周
防
灘
干
拓
遺
跡
　
名
田
島
新
開
作
南
蛮
樋

保
存
管
理
計
画
策
定
報
告
書
』　
山
口
市
教
育
委
員
会
　
一
三
～
一
五
頁

（
６
）��

山
口
県
文
書
館
　
一
九
八
三
　『
防
長
寺
社
由
来
　
第
四
巻
』　
三
四
～
三
五
頁

（
７
）��

前
掲
『
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
』　
六
一
八
～
六
一
九
頁

　
　
　�

な
お
、
同
書
籍
の
翻
刻
文
に
は
「
慶
長
元
年
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
原
史
料
を
再
翻
刻
し

た
結
果
「
建
長
元
年
」
と
書
い
て
あ
っ
た
た
め
、
後
者
の
翻
刻
を
基
に
論
考
を
行
っ
た
。

（
８
）��

前
掲
『
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
』　
解
説
の
頁

（
９
）��

前
掲
『
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
』　
六
一
一
頁

（
１０
）��

山
口
県
文
書
館
　
一
九
六
四
　『
防
長
風
土
注
進
案
　
第
十
四
巻
　
小
郡
宰
判
』　
山
口
県

立
図
書
館
　
二
八
〇
～
二
八
一
頁

（
１１
）��

山
口
県
文
書
館
　
一
九
八
三
　『
防
長
寺
社
由
来
　
第
四
巻
』　
三
四
～
三
五
頁

（
１２
）��

但
し
、
比
較
的
新
し
い
時
代
の
土
地
環
境
を
基
に
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
時
代

が
下
る
ほ
ど
海
進
・
海
退
な
ど
の
影
響
で
実
際
の
土
地
環
境
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

（
１３
）��

防
府
市
台
道
に
あ
る
地
名
。
横
曽
根
川
下
流
域
に
位
置
し
、
岩
淵
古
墳
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

古
来
よ
り
陸
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
１４
）��

山
口
市
を
流
れ
る
椹
野
川
東
部
に
あ
る
地
名
「
名
田
島
」
の
こ
と
。
近
世
の
干
拓
に
よ
り

低
丘
陵
と
な
っ
た
が
、
基
は
小
島
で
あ
っ
た
。

（
１５
）��

稲
田
利
徳
　
一
九
九
三
　「
今
川
了
俊
「
道
行
き
ぶ
り
」
注
釈
（
四
）」　『
岡
山
大
学
教
育

学
部
研
究
集
録
　
九
二
巻
』　
岡
山
大
学
教
育
学
部
　
一
～
七
頁

（
１６
）��

北
島
正
元
　
一
九
七
五
　『
土
地
制
度
史
Ⅱ
』　
二
八
～
二
九
頁

【
参
考
文
献
】

・
秋
穂
町
史
編
纂
委
員
会
　
一
九
八
二
　『
秋
穂
町
史
』　
秋
穂
町

・�

秋
穂
浦
文
書
研
究
会
　
二
〇
〇
四
　『
周
防
國
秋
穂
浦
文
書
』　
秋
穂
町

・�

稲
田
利
徳
　
一
九
九
三
　「
今
川
了
俊
「
道
行
き
ぶ
り
」
注
釈
（
四
）」　『
岡
山
大
学
教
育
学
部
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一
二

研
究
集
録
　
九
二
巻
』　
岡
山
大
学
教
育
学
部

・�
小
郡
町
史
編
集
委
員
会
　
一
九
七
九
　『
小
郡
町
史
』　
小
郡
町

・�

小
野
寺
淳
、
平
井
松
午
　
二
〇
二
一
　『
国
絵
図
読
解
事
典
』　
創
元
社

・�

北
島
正
元
　
一
九
七
五
　『
土
地
制
度
史
Ⅱ
』

・�

熊
野
一
就
、
山
元
康
平
　
二
〇
二
二
　「
小
郡
宰
判
秋
穂
塩
田
会
所
文
書
　
目
録
と
解
題
」　『
山

口
大
學
文
学
會
誌
』　
山
口
大
学
文
学
会

・
奈
良
文
化
財
研
究
所
　
二
〇
一
三
　『
仁
和
寺
史
料
　
古
文
書
編
１
』

・�

山
口
県
教
育
委
員
会
　
一
九
八
四
　『
生
産
遺
跡
分
布
調
査
報
告
書
　
製
塩
』　
山
口
県
教
育
委

員
会

・�

山
口
県
文
書
館
　
一
九
八
三
　『
防
長
寺
社
由
来
　
第
四
巻
』

・�

山
口
県
文
書
館
　
一
九
六
四
　『
防
長
風
土
注
進
案
　
第
十
四
巻
　
小
郡
宰
判
』　
山
口
県
立
図

書
館

・�

山
口
市
教
育
委
員
会
文
化
課
　
一
九
九
八
　『
史
跡
周
防
灘
干
拓
遺
跡
名
田
島
新
開
作
南
蛮
樋
保

存
管
理
計
画
策
定
報
告
書
』　
山
口
市
教
育
委
員
会




